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【研究の目的】
大会が行われる体育館環境において、二酸化炭素濃

度の測定が行われた先行研究がなく、実際の換気の必
要性について、また、換気による二酸化炭素濃度減少
量についての基礎研究が必要である。
大学リーグ戦の状況において、二酸化炭素濃度を測

定し、大会時の適切な換気の目安を検討する。
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2021.03.05
バレーボール競技に関わる大会等の運営ガイドライン（3/5更新）

（１１）大会会場において、屋内で競技を実施する
場合には、換気の悪い密閉空間とならないよう、十
分な換気を行う必要があります。しかし、試合中は
遮光の関係で暗幕を閉じる必要が出てきます。窓を
開けながら行うとしても気温上昇にともない、定期
的に窓を開け外気を取り入れる等の換気を行うこと
が大切です。具体的には空調設備や必要に応じて扇
風機を活用するなどの工夫を心掛けてください。



TOAMIT 東亜産業 CO2マネージャー二酸化炭素濃度測定器
温度測定湿度測定 TOA-CO2MG-001 パンフレットより転載
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リーグ開催時・二酸化炭素濃度経時変化

排気無しの状態
平均で439.9ppm、787.6ppm、883.1ppm、826.1ppm
第1試合終了時1.79、第2試合終了時2.01、閉場時1.88

機械排気による排気時
平均で、414.1ppm、544.9ppm、518.1ppm、444.6ppm
第1試合終了時1.32、第2試合終了時1.25、閉場時1.07



考察・まとめ
体育館の広さ、高さ等の空間状況、観客を含めた
収容人数によるが、試合間での適切な換気によっ
て、適切な二酸化炭素濃度コントロールが可能に
なる可能性が示唆された。


